
. .

その他
歳入　計

決算額の多い順から
区　　　分

総務費
民生費
商工費
教育費
衛生費
農林水産業費
公債費
消防費
土木費
その他

平成３０年度決算の状況 

一般会計 ▶実質収支額は、３億１，１８０万５千円の黒字決算となりました。 

 平成30年度一般会計の決算額は、歳入が122億3,550万1千円、歳出が118億5,869万1千円で、歳

入歳出差し引き額3億7,681万円から翌年度へ繰り越すべき財源6,500万5千円を差し引いた実質収支
は、3億1,180万5千円となりました。なお、この数値は国の決算統計に基づき、集計・分析した金額に
より表記しています。 

繰入金 

21億7,041万円 

地方交付税 

20億1,444万円 

寄付金 

19億0,422万円 

国庫支出金 

18億7,567万円 

町税 

15億1,195万円 

県支出金 

9億2,943万円 

町債 

4億2,239万円 

国有提供施設

交付金 

1億3,662万円 
その他 

12億7,037

万円 
総務費 

32億9,913万

円 

民生費 

28億0,682万

円 商工費 

14億6,526万

円 

教育費 

10億4,569万

円 

衛生費 

6億9,970万円 

農林水産業

費 

6億4,410万円 

公債費 

6億0,594万円 

消防費 

5億8,103万円 

土木費 

5億3,061万円 

その他 

1億8,041万円 

歳入総額 歳出総額 町債・基金の状況 

町債の現在高 

  61億1,952万円 

【前年度比】 

  △1億3,817万円 

※町民1人あたり 

      35万2,629円 

基金の現在高 

  26億8,873万円 

【前年度比】 

  △1億2,296万円 

※町民1人あたり 

      15万4,934円 

特別会計及び水道会計 ▶各会計すべてが黒字決算となりました。 

資本的
収　入 569万5千円

支　出

区　　　分
収入済額

支出済額

6,726万7千円

収益的
収　入 3億155万8千円

支　出 2億8,840万2千円

●各特別会計の決算 ●水道事業会計の決算 

●健全化判断比

新富町
―

（不足なし）

経営健全化基準 20.0%

水道事業

●資金不足比率 

健全化判断比率 ▶健全な財政状況です。 

新富町財政事情 
新富町の財政事情をここに公表します。 
この財政事情は町民の皆様に町の財政がどのように運営されているか、またどのような状況にあるか広く知っていただくため、年に２回公表しているものです。今回は、平成３０年度の決算及び令和元年度上半期における
歳入・歳出予算を中心に、町民負担の状況や町有財産の状況等について、お知らせいたします。 

令和元年度予算の執行状況 

予算額 / 106億9,946万1千円 予算額 / 106億9,946万1千円

収入済額 / 37億6,153万5千円 支出済額 / 35億6,302万6千円収納率 35.2% 執行率 33.3%歳 入 歳 出

地方交付税

繰入金

国庫支出金

町税

県支出金

町債

各種交付金等

国有提供施設交付金

寄付金

その他

民生費

総務費

教育費

土木費

衛生費

公債費

農林水産業費

消防費

その他

19億8,550万8千円

15億7,957万7千円

18億1,475万3千円

14億4,010万5千円

10億9,021万4千円

3億5,442万2千円

4億4,787万円

1億3,000万円

8億5,701万2千円

28億7,946万3千円

37億611万9千円

8億6,088万6千円

6億2,855万5千円

6億8,531万5千円

5億6,644万9千円

8億2,021万1千円

3億1,396万6千円

2億3,849万7千円

農林水産業費

10億円

区　　　分 予算額
収入済額

支出済額

収納率

執行率

収益的
収　入

支　出

資本的
収　入

支　出

3億1,631万2千円

3億132万2千円

455万8千円

16.0%

39.7%

15.8%

0.0%

1億3,296万9千円

1億2,545万4千円

4,770万3千円

0千円

2,126万4千円

※令和元年9月末現在

収益的収入　……水道料・給水負担金等

収益的支出　……人件費・施設運営費・借入金利息等

資本的収入　……企業債等

水道管布設・企業債償還等資本的支出　……

一般会計  

特別会計及び水道会計  

区　　分 町債現在高
町民一世帯
当たり残高

町民一人
当たり残高

一般会計 58億5,926万8千円 751,477円 337,049円

町債等（借入金）令和元年９月末現在高及び負担の状況

被保険者
一人当たり

区　　分
町民一世帯

当たり
町民一人

当たり

町　　税 191,777円 86,015円

国民健康
保険税

103,907円

町民の負担の状況（令和元年９月末現在）

町有財産の状況 

区分 数量及び金額

土地 2,061,094㎡
基金 26億8,873万3千円

建物 111,297㎡
出資による権利 2,970万4千円

有価証券 3億2,107万7千円

町有財産の状況

※令和元年１０月１日の住民基本台帳の世帯数、人口で除した数値。 

※町税は令和元年１０月１日の住民基本台帳の世帯数、人口で除した数値。 

  国民健康保険税は令和元年９月３０日の被保険者数で除した数値。 

20.0%

―
（赤字なし）

9.4% 26.8%

20.0% 25.0% 350.0%

30.0% 35.0%

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来負担
比率

―
（赤字なし）

15.0%

実質赤字
比率

新富町

早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

一時借入金の状況 

 令和元年１０月１日現在で一時借入金の残高は０円です。 

※令和元年９月末現在 

122億3,550万円 118億5,869万円 

歳入額 歳出額 実質収支額
23億8,883万円 23億4,214万円 4,669万円
15億9,513万円 14億3,070万円 1億6,443万円

3億9,378万円 3億9,273万円 105万円
22万円 11万円 11万円

5億4,222万円 4億6,224万円 ※119万円
※翌年度繰越分除く

土地取得事業

国民健康保険事業
介護保険事業

後期高齢者医療事業
西都児湯情報公開・個人情報保護審査会

後期高齢者医療事業 3億8,920万8千円
6,447万7千円 16.6%

34.1%1億3,270万7千円

7億6,201万6千円

34.6%
47.8%

介護保険事業 15億9,475万6千円

収納率
執行率

予　算　額

22億234万7千円
8億614万円

7億6,227万7千円

会　計　名

国民健康保険事業

収入済額
支出済額

36.6%

0円 0.0%

578万9千円 2.5%
土地取得事業 2億2,808万6千円

西都児湯情報公開・個
人情報保護審査会

14万1千円

6億1,795万3千円 38.7%

1億5,632万5千円 68.5%

25万2千円 178.7%

令和元年度予算

水道事業会計 

【歳入】地方消費税交付金
うち社会保障財源化分（税率引き上げ分）

【歳出】地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられた社会保障施策経費

3　保健衛生費
疾病予防対策、医療
提供体制確保、高齢
者医療事業など

193,084 21,351 81,519 90,214

合計 2,731,590 1,356,675 144,605 1,230,310

559,370

1　社会福祉費
障がい者・高齢者・
児童・母子福祉事業
など

1,847,688 1,203,876 63,086 580,726

2　社会保険費
国民健康保険、介護
保険事業など

690,818 131,448 0

平成30年度における地方消費税交付金（社会保障財源化分）の使途状況は下記のとおりです。

区　　分 決算額

財源の内訳

国県支出金 その他特定財源 一般財源

（単位：千円）
2,731,590千円

  （139,575千円）
       328,017千円

地方消費税交付金（社会保障財源化分）の使途について 



　平成30年度に全国の皆様からご協力いただきましたふるさと納税寄付金額は、19億386万9千円と過去
最高を記録し、全額をがんばる新富町応援基金に積み立て、必要経費を差し引いた額を使って様々な政
策的な事業に活用しています。

町営住宅外壁・屋根防水等改善事業
（国土交通省　社会資本整備総合交付金事業）

　　　　　　総事業費　2,896万円
老朽化した消防団第4部の消防機械倉庫を新築し
ました。

　　　　　　総事業費　698万円
農作業の効率化、利便性向上のため、コンクリート
を支給しました。（写真は江梅瀬地区）

デジタル防災行政無線放送システム整備事業
（防衛省　民生安定事業）

防災行政無線のデジタル化及び屋外拡声器を６ヵ
所増設し、合計２４ヵ所整備しました。

富田給食共同調理場建設事業
（防衛省　調整交付金事業及び再編交付金事業）

消防団第4部消防機械倉庫建築事業（単独事業） 農道コンクリート舗装事業（単独事業）

犯罪や事故防止のため、防犯灯を３０基設置しまし
た。

　　　　　　総事業費　250万円
役場前バス停留所及び上新田学園前バス停留所
に屋根を設置しました。

　総事業費　8,429万円 　　　　　　総事業費　2億7,978万円

バス停留所屋根設置事業（単独事業）防犯灯設置事業（防衛省　調整交付金事業）

　　　　　　総事業費　130万円

建物長寿命化のため、柳田団地、新町新団地・仲
伏団地の外壁・屋根防水等改善工事を実施しまし

川床～祇園原線道路改修事業（防衛省　再編交付金事業）

　総事業費　2,448万円
再編交付金事業により改修された川床～祇園原線（写真は川床地区付近）

佐土原～木城線道路改修事業（防衛省　民生安定事業）

児童生徒へ安心で安全な給食を提供するため、富
田給食共同調理場を整備しました。

環境パトロール車を購入し、不法投棄の監視強化
を行いました。

　総事業費　4,490万円

総事業費　3億9,230万円 　　　　　　総事業費　116万円

環境パトロール車購入事業
（防衛省　調整交付金事業）

民生安定事業により改修された佐土原～木城線（写真は西畦原地区付近）

平成３０年度の主な普通建設事業 

ふるさと納税寄付金を活用し実施した事業 

【改修前】 【改修後】 【改修前】 【改修後】 

平成30年度中に実施した事業 

 ◎夢と希望が膨らむ豊かなくらしづくり 4億222万円 

   ・用地先行取得事業 

     スポーツ公園等（サッカー場、地域活性化拠点等）の用地取得やスタジアム用地の造成工事を行     

      いました。 ※用地購入費の一部は後年度国庫補助事業の取組によって一般会計に返金します。 

 ◎安全・安心して生活できる地域づくり       39万円 

   ・九州旅客鉄道（株）株式取得事業 

     JR九州の株式を取得し、株主としてJR九州へ日向新富駅のバリアフリー等の要望を行っています。 

令和元年度中に実施している事業  

 ◎夢と希望が膨らむ豊かなくらしづくり   8,618万円 

   ・用地先行取得事業     7,574万円 （用地造成を目的とした工事残土受け入れのための準備工事等） 

   ・商工業活性化事業     1,044万円 （起業や事業承継に関する助成） 

 ◎安全・安心して生活できる地域づくり  2,420万円 

   ・空き家バンクリフォーム事業    1,000万円 （町内にある空き家を改修し利用するための助成） 

   ・バス停留所屋根設置事業         300万円 （令和元年度から実施する停留所の屋根設置工事） 

   ・母子保健推進事業              343万円 （妊婦健康診査費用の無償化及び不妊治療費助成の拡充） 

   ・多子世帯学校給食費助成事業    385万円 （第３子以降の学校給食費の無償化） 

   ・高齢者交通安全対策事業       195万円 （高齢者の購入する安全運転装備車両等に係る助成及び 

                                 免許返納者へのコミュニティバス回数券等の支給） 

   ・歩行者滞留場所設置事業     197万円 （上新田学園前信号機設置に伴う滞留場所設置工事） 


